
第 28 回「仏教と近代」研究会 

近藤俊太郎『親鸞とマルクス主義―闘争・イデオロギー・普遍性』

を読む―著者を迎えての合評会 
 

 

2021 年 8 月、近藤俊太郎氏が『親鸞とマルクス主義――闘争・イデオロギー・普遍性』（法藏館）

を上梓された。 

氏は「信仰とその歴史的立場の総体的把握」、換言すれば「歴史の中で信仰を問う」という方法を

基本視座として、『天皇制国家と「精神主義」――清沢満之とその門下』（法藏館 2013）、『近代の仏

教思想と日本主義』（同 2020、共編著）をはじめとする数多の研究業績を築いてこられた。  

 今回出された書は、「親鸞（理解）」と「マルクス主義」という、近代日本思想史を語るうえで外

すことのできない二つのトピックが並べられた主題のもと、この両者が交差する地点の探究を試み

た力作である。この交差点にこそ「近代という時代の歴史的経験」を読み解くための重要な問題領

域を立ち上げることができる、というのである。いったい「親鸞について語る」とはいかなる事態

か、「親鸞と
﹅

マルクス主義」の間には何が存在するのか――。本書の提起する問いは、現代を生きる

我々の足下を揺り動かし、新たな〈歴史〉を生み出す契機となるだろう。  

このたび、著者の近藤氏とともに本書の成果や切り拓かれた視座、課題等をめぐって議論する場

をもちたいと考え、本合評会を企画した。評者は、これまでに近藤氏と対話を重ねてきた異領域に

わたる研究者 3 名（思想史、社会学、歴史学）に依頼している。より多くの方々の参加と、立場や

専門を越えた敬意ある批判の往復する場となることを期す。 

 

日 時：2022 年 2 月 5 日（土）13：30～17：00 

会 場：オンライン（Zoom） ※13：15 から入室可 

内 容 

13：30 挨 拶 大谷 栄一（佛教大学） 

趣旨説明 

13：40 書評① 繁田 真爾（日本学術振興会） 

書評② 宮部  峻（東京大学） 

書評③ 井之上大輔（筑紫女学園高等学校） 

【休憩】 

15：30 著者リプライ 近藤俊太郎（龍谷大学） 

15：50 全体討論 

17：00 総括・閉会 

司会：名和達宣（真宗大谷派教学研究所） 

 

◆ 参加希望者は、下記 URL または右の QR コードよりお申し込みください。 

ご登録いただいたメールアドレス宛に、当日の会議室 URL などをお送りします。 

https://forms.gle/ddhD46gnirQGezQN6 

 

主催：「仏教と近代」研究会 

共催：科研「日本新宗教史像の再構築：アーカイブと研究者ネットワーク整備による基盤形成」（課題番号 18H00614) 

呼びかけ人：大谷栄一（代表）、内手弘太、繁田真爾、名和達宣 

 

 

https://forms.gle/ddhD46gnirQGezQN6

